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●ボケ 

・木瓜　　　・花木瓜　　　・白木瓜 

・緋木瓜 　　・更沙木瓜　　・（草木瓜） 

　中国原産のバラ科の落葉低木です。枝に刺があり、四
～五月頃、赤や白の五弁花をつけます。ボケの名は漢名
木瓜の音読みで、古名はモケとも言います。花には雄性
花と雌性花がありますが、雌性花は夏に球形の芳香ある
果実をつけます。 
　野山で見られる草木瓜（地梨）は日本特産の野生種で、
栽培されるボケより小さいのでその名があります。土地
により紅い花から火を連想し敬遠されますが、果実は疲
労回復の薬用となり、防虫用にタンスに入れる人もいます。 
　土田耕平の歌にあるように、ボケが咲いて季節は初夏
に移って行くのです。 
 
　「花木瓜のふくらむ色よしましあれ 
　　　　　　　　 豊かなる夏の光にゆかむ」　 土田耕平 

●全国デビュー 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 

●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 

●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 

●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,185 （－  3） 

女…………12,864 （－  7） 

総数………25,049 （－10） 

世帯数……・・8,877 （＋43） 

　　　　　　  4月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載されたあなたの写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線2-4882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

し  せい  か  か 

ゆうせい もっくわ 

じ なし くさぼけ 

つち  だ   こうへい 

とげ 

　今月の表紙は、3月20日に開幕した春高バレーに県代表として初出
場を果たした丸子実高男子バレー部の試合から。熱戦の会場となった代々
木体育館には丸子実高生を中心に、3試合で延べ500人以上の中高生
や一般の人たちが応援に駆けつけました。 
　全国デビューは丸実男子バレー部だけでなく、応援団にとっても同じ。
応援バスのなかでは応援マニュアル片手にビデオを見ながら声援の仕
方や校歌の練習。会場についても、最初はなんとなく落ち着かない様
子でしたが、選手たちの熱の入ったプレーに力強い声援を送っていました。オレンジ色のジャンパーを着込ん
だ丸実応援団は会場でもとてもよく目立ち、客席いっぱいの鮮やかなオレンジの軍団は相手校を圧倒していま
した。選手たちにとっても、きっとプレーの励みになったことでしょう。 

撮影場所：中丸子 

住基ネット第2次稼動開始

・・・・・ 



3月30日大石橋開通 3月30日大石橋開通 
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新
し
く
な
っ
た
大
石
橋
は
延
長
1
9
4
・

6
メ
ー
ト
ル
、
幅
8
メ
ー
ト
ル
の
二
車
線

道
路
。
そ
れ
ま
で
の
片
側
交
互
通
行
か
ら

対
面
通
行
が
可
能
な
橋
に
な
る
と
と
も
に
、

自
転
車
通
学
す
る
学
生
や
歩
行
者
用
に
、

片
側
に
幅
2
メ
ー
ト
ル
の
歩
行
帯
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
。 

　
大
正
7
年
に
丸
子
鉄
道
の
大
屋
鉄
橋
と

し
て
千
曲
川
に
架
け
ら
れ
た
大
石
橋
は
、

そ
の
廃
線
に
伴
い
、
昭
和
46
年
に
道
路
橋

と
し
て
転
用
、
共
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
一
日
に
約
4,
2
0
0
台
の
車
と
約

7
0
0
台
の
バ
イ
ク
・
自
転
車
が
通
勤
や

通
学
に
利
用
し
（
平
成
6
年
の
交
通
量
調

査
時
）、
上
田
市
と
依
田
窪
を
結
ぶ
地
域
に

欠
か
せ
な
い
橋
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
平
成
13
年
9
月
11
日
に
台

風
15
号
の
影
響
に
よ
る
千
曲
川
の
増
水
で

起
き
た
大
石
橋
の
倒
壊
は
、
住
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
早
期
復
旧
が
望

ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
大
石
橋
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
通
勤

や
通
学
に
利
用
さ
れ
る
生
活
道
路
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
国
道
1
5
2
号
線
の
補
完

道
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

災
害
復
旧
事
業
だ
け
で
な
く
国
の
補
助
金

な
ど
も
得
て
拡
幅
架
け
替
え
を
す
る
こ
と

と
し
、
平
成
13
年
10
月
に
着
手
し
ま
し
た
。 

　
丸
子
町
と
上
田
市
を
合
わ
せ
て
約
10
億

円
の
総
事
業
費
で
建
設
さ
れ
た
新
し
い
大

石
橋
は
、
国
や
県
、
地
元
関
係
者
の
協
力

に
よ
り
、
倒
壊
か
ら
わ
ず
か
2
年
7
ヵ
月

と
い
う
異
例
の
早
さ
で
復
旧
が
完
了
し
、

こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
開
通
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
式
典
に
は
、

丸
子
町
、
上
田
市
を
始
め
と
す
る
大
勢
の

来
賓
や
地
元
住
民
が
参
加
。
安
全
祈
願
や
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
に
続
き
、
両
市
町
の
三
世
代
夫

婦
を
先
頭
に
し
た
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
人
た
ち
は
待
望
の
大
石
橋
開
通

を
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

▲堀内町長、母袋上田市長ら関係者によるテープカット。
町長は式辞で「上田市と共同で、全力投球でこの橋の
復旧に努めてきました。例のない早さで復旧をする事
ができたのは地域の皆さんのご協力のおかげです。心
からお礼を申し上げたい」と挨拶しました。 

�総事業費約10億円をかけて完成した大石橋（上田市側から丸子町方面を
望む）。対面通行になっただけでなく、歩行帯も設けられ、自転車でも利
用しやすくなった。また、その後のメンテナンスも含めた全体工事費を考え、
さびにくいという「無塗装橋梁」を採用してコストの縮減に努めている。 

▲丸子北中学校マーチングバンド
部のみなさんも参加。演奏で式典
を盛り上げ、渡り初めでは広くなっ
た橋を元気よく行進。 

広報まるこ  2004/5

　大石橋が開通した同日の3月30日、町道「依田内村
線バイパス」も開通しました。町の中心市街地を通
る国道152号線は、関東方面から諏訪、松本方面へ連
絡する主要幹線道路として交通量が非常に多く、混
雑している事から、その迂回路として平成11年から
事業着手してきました。このバイパスの完成ととも
に、県施工で並行して進められている「辰ノ口バイ
パス」が開通した後には、上田市と丸子町及び依田
窪地域の経済振興と交流に大きく貢献する道路として、
地域全体の一層の発展につながることが期待されます。 

　平成13年9月に襲った台風15号 により倒壊した大石橋。その早期
復旧を目指し、丸子町と上田市で 進めてきた架け替え工事が竣工し、
3月30日に開通しました。 
　二車線道路として新しく生まれ変わった大石橋は、国道152号線の補完ルートと
して大屋駅周辺の交通渋滞の緩和を図るとともに、上田市と丸子町、そして依田窪
地域を結ぶ交流の架け橋として地域発展の一翼を担います。 

丸子町を代表して三世代夫婦の渡り初めをした塩川の中野安治さん（中
央手前）ご一家。渡り初めを終えて安治さんは、「立派な橋になって、
これでますます地域が発展するじゃないかな」と笑顔。お孫さんの晋
介さん（一番左）も「道が広くなった分、便利になったと思う。前は

自転車が走っ
ていると怖かっ
たけど、今度
は歩道帯もあ
るし使いやす
そう。これで
通勤が楽にな
る」と話して
いました。 

町道依田内村線バイパスも開通 町道依田内村線バイパスも開通 
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■
平
成
16
年
5
月
1
日
か
ら 

 

　
丸
子
町
の
用
途
地
域
指
定
範
囲
を
除
い

た
都
市
計
画
区
域
内
（
白
地
地
域
）
の
建

築
制
限
が
、
平
成
16
年
5
月
1
日
か
ら
変

わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
12
年
5
月
に
公

布
さ
れ
た
「
都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に

伴
い
、
全
国
の
白
地
地
域
に
対
す
る
建
築

制
限
の
見
直
し
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
た
び
長
野
県
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

■
白
地
地
域
の
建
築
制
限
が
2
種
類
に 

 

　
丸
子
町
の
白
地
地
域
に
お
け
る
見
直
し

前
の
建
築
制
限
は
一
律
（
容
積
率
最
大
４

０
０
％
、
建
ぺ
い
率
70
％
な
ど
）
で
し
た
が
、

平
成
16
年
５
月
１
日
か
ら
は
2
種
類
に
区

分
さ
れ
ま
す
。 

 

■
建
築
確
認
・
道
路
証
明
に
つ
い
て 

 

　
建
築
確
認
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
16

年
5
月
1
日
以
降
に
道
路
証
明
を
受
け
付

け
た
も
の
か
ら
、
見
直
さ
れ
た
制
限
値
を

適
用
す
る
対
象
と
な
り
ま
す
。 

  　
そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
こ
と
は
都
市
整
備

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

都
市
計
画
区
域
内
の 

　
　
　
建
築
制
限
が 

　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
し
た 

用途地域 
指定範囲 
をのぞく 

見直し前の建築制限 

平成16年5月1日以降 

容積率最大400％、 
建ぺい率70％…等  々

容積率最大200％、 
建ぺい率60％ 
　　　　　…等  々

容積率最大300％、 
建ぺい率70％ 
　　　　　…等  々

知っていますか？騒音規制区域 16年3月11日に 
騒音に関する規制区域が変更されました 
　町では、暮らしやすい環境を守るため、工場や建設作業などに伴って発生する騒音を規制しています。平成14
年に決定した都市計画法に基づく用途地域の指定に伴い、より地域の現状に見合った規制を行うため、今回騒音
規制地域が変更になりました。新しい騒音規制区域は図の通りです。丸子町は全域規制区域になっており、第1
～4種規制区域以外は「その他地域」の規制となっています。なお、町内全域の規制状況をまとめた「丸子町騒
音規制区域図」は生活課環境係にてご覧になれます。 

　今回の変更は、都市計画用途地域内の変更です。都市計画
用途地域から外れる地域は従来どおりの規制です。 
　都市計画用途によって騒音規制区域が右の通りになります。 

変更の内容  

騒音・振動規制地域とは 
 
　大きな騒音や振動を発生する工場や建設作業に対し、
町内の各地域を四つの区域（第1～4種区域）に当て
はめ、それぞれの区域ごとに発生する騒音の大きさな
どを規制しています。 
　例えば、住宅が密集している地域などの規制は一番
厳しい第1種区域とし、工場地域などでは、騒音が第
4種区域という緩やかな規制区域に指定しています。 

第1種区域　良好な住居の環境を保全するため、特に静穏の保持を必要と
する区域 

第2種区域　住居の用に供されているため、静穏の保持を必要とする区域 
第3種区域　住居の用にあわせて商業・工業等の用に供されている区域で

あって、その区域内の住居の生活環境を保全するため、騒
音の発生を防止する必要がある区域 

第4種区域　主として工業等の用に供されている区域であって、その区域
内の住居の生活環境を悪化させないため、著しい騒音の発
生を防止する必要がある区域 

「都市計画法」に基づく用途地域 

第1種低層住居専用地域 

第1種中高層住居専用地域 

第2種中高層住居専用地域 

第1種住居地域 

第2種住居地域 

準住居地域 

近隣商業地域 

準工業地域 

工業地域   

「騒音規制法」に基づく規制区域 

第1種区域 

 

 

第2種区域 

 

 

第3種区域 
 

第4種区域 

【問】丸子町役場 都市整備課 都市計画係　電話42－1034　有線2-4562　E-mail:tosiseibi@maruko-town.ne.jp【問】丸子町役場 生活課 環境係　電話42-1054　有線2-4490

見直された建築制限の概要図 
（長野県決定により、平成16年5月1日から適用されました。） 

※Ｌ1…前面道路の反対側の境界線までの水平距離　 Ｌ2…隣地境界線までの水平距離 
※なお県の方針により、日影制限の見直しは当面行いません。 

既存集落区域 

容 積 率 

建ぺい率 

道路斜線 

隣地斜線 

200％　   

60％　   

1.25L1　   

20m＋1.25L2

工業団地区域 

容 積 率 

建ぺい率 

道路斜線 

隣地斜線 

200％　   

60％　   

1.25L1　   

20m＋1.25L2

見直し前の制限値 

容 積 率 

建ぺい率 

道路斜線 

隣地斜線 

400％　   

70％　   

1.5L1　   

31m＋2.50L2

温泉保養地等区域 

容 積 率 

建ぺい率 

道路斜線 

隣地斜線 

300％　   

70％　   

1.5L1　   

31m＋2.50L2

凡　　　例 

行　政　界 

都市計画区域 

用途地域指定区域 

既存集落区域 

工業団地区域 

温泉保養地等区域 

凡　　　例 

区　　域 

第 1 種 区 域  

第 2 種 区 域  

第 3 種 区 域  

第 4 種 区 域  

そ の 他  

行政区域面積……………………………… 10,570.0ha 

　　都市計画区域面積………………………5,621.0ha 

　　　　用途地域指定区域面積………………333.5ha 

　　　　用途地域指定区域外面積…………5,287.5ha 

　　　　　　（白地地域） 

　　　　　　既存集落区域…………………5,009.6ha 

　　　　　　工業団地区域……………………210.0ha 

　　　　　　温泉保養地等区域………………  67.9ha　　 

四賀村四賀村 
青木村青木村 青木村 

上田市上田市 上田市 

四賀村 

松本市松本市 松本市 

武石村武石村 武石村 

長門町長門町 長門町 

立科町立科町 立科町 

東御市東御市 東御市 

新騒音規制区域図 
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【
問
】
電
話 

42
―

3
2
4
7
　
有
線 

2
―

4
5
1
0

市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 
市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 
市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 

� 

お問い合わせは　丸子町役場　生活課　国保年金係　�42-1053　有線2-4493

会社をやめたあなたは 

退職日の翌日から 
　すでに国保に加入しています！ 

国保税はいつから納めればいいの？ 
届け出をしたときから？ 

いいえ！ 
国保の資格が発生した 
ときから納めるの。 
届け出が遅れると、 
さかのぼって納めることに 
なりますよ。 

国保の資格が発生する日 
�他の市区町村から転入してきた日 
　（職場の健康保険などに加入していない場合） 
�職場の健康保険などをやめた日（退職日の翌日） 
�子どもが生れた日 
�生活保護を受けなくなった日 

届け出が遅れた場合は？ 
�保険証がないため、その間の医療費は全額自己負担 
　となります。 
�加入資格を得た時点まで、保険税をさかのぼって 
　納めなければならなくなります（遡及賦課）。 

年度途中に加入・脱退したときの保険税 
国保税は年度ごとに定められるので、年度の途中
で国保加入・脱退したときは、月割で計算した分
を納めます。 

●途中で加入したとき 

●途中で脱退したとき 

　こんなときに 
届け出が必要です ご自分がどの医療保険に 

入っているかご存知ですか？ 
医療保険の流れは下記のとおりです。 

就職 

就職
・
転職
 

定年退職 

職場の 
健康保険の 
任意継続 

75
歳
に
な
っ
た
ら 

退職者医療制度 自営業 

国保 ※国保加入者が職場の健康保険加入者の被扶養者となるときは、国保をやめることになるので、
国保へ届け出が必要です。 会社を退職して年金を受けられ

る人と、その家族が加入します。 

老
人
保
健
制
度 
今
ま
で
の
医
療
保
険
の
資
格
は

そ
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

※
昭
和
7
年
9
月
30
日
以
前
に
生
れ
た
人
は
、
す
で
に
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
ま
す
。 

転職
・
退職
 

職
場
の
健
康
保
険 

会社員 
健康保険 

公務員 
共済組合 

船　員 
船員保険 

この場合14日以内に国保へ届け出を！ 

年間保険税 × 
加入した月から年度末までの月数 

12

年間保険税 × 
4月から脱退した前月までの月数 

12

例　6月6日に会社をやめたが、 
　　9月9日まで届け出を忘れていたとき 

職場の 
健康保険 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 

国　保 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

保険税は6月までさかのぼって納めます。 

会社をやめた 

加入の届け出 周
辺
市
町
村
の
合
併
に
向
け
た
動
き 

新
た
な
地
域
づ
く
り
を
始
め
よ
う
！ 

　
　
４
市
町
村
長
が
語
る
地
域
の
未
来
図 

新
た
な
地
域
づ
く
り
を
始
め
よ
う
！ 

　
　
４
市
町
村
長
が
語
る
地
域
の
未
来
図 

　
３
月
25
日
、
上
田
市
文
化
会

館
で
、
上
田
市
・
丸
子
町
・
真

田
町
・
武
石
村
の
４
市
町
村
長

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
（
主
催
　
上
田
市
・

丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
任

意
合
併
協
議
会
）。 

　
そ
の
中
で
堀
内
町
長
は
、「
持
続
的
発

展
の
た
め
に
は
、
人
の
流
れ
、
企
業
の

交
流
な
ど
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
地
域

の
良
さ
を
補
う
方
向
で
発
展
を
考
え
て

い
く
べ
き
」「
中
心
部
は
周
辺
部
へ
の
配

慮
が
、
周
辺
部
は
良
い
と
こ
ろ
の
積
極

的
な
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
」「
丸
子
の
工
業

の
力
は
す
ば
ら
し
い
が
、
上
田
地
域
で

の
産
学
官
の
連
携
に
よ
り
さ
ら
に
発
展

で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
箱
山
真
田
町
長
は
合
併
協
議
の
最
優

先
課
題
と
し
て
、
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

機
能
の
充
実
と
住
民
の
声
を
聞
く
仕
組

み
の
確
立
を
挙
げ
、
下
村
武
石
村
長
か

ら
は
、「
二
段
階
合
併
で
は
経
費
が
掛
か

る
。
思
い
切
っ
て
大
き
く
一
緒
に
な
る

べ
き
」「
昭
和
の
合
併
と
違
い
、
小
規
模

町
村
で
は
合
併
し
た
か
、
し
な
か
っ
た

か
で
将
来
に
格
差
が
生
じ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
母
袋
上
田
市
長
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら
の

地
域
間
競
争
の
中
で
、
既
に
一
体
感
の
あ

る
こ
の
地
域
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
新
た

な
活
力
が
生
み
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
会
場
か
ら
は
、「
上
田
市
豊
殿
地
区

振
興
会
で
は
、
様
々
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
診
療
所
な
ど
を
誘
致
し
た
。
地
域
が

存
在
感
を
得
る
か
ど
う
か
は
、
そ
こ
に
住
む

住
民
の
考
え
次
第
だ
」
と
い
っ
た
意
見
や
、

か
つ
て
上
田
市
と
合
併
し
た
塩
田
地
区
の
最

近
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
い
と
い
っ
た
発
言
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

市町村合併シンポジウムが 
　　　開催されました 

周
辺
市
町
村
の
合
併
に
向
け
た
動
き 

　
丸
子
町
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
上
田
市
・

丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
の
任
意
合
併

協
議
会
に
参
加
し
て
、
仮
に
合
併
し
た
場

合
に
ど
う
な
る
の
か
協
議
し
て
い
ま
す
。 

　
真
田
町
で
は
、
昨
年
の
秋
に
行
な
わ
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
「
合
併
に
反
対
」

が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
３
月
に
再
び
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
合
併
賛
成
が
反
対

を
上
回
り
ま
し
た
。
今
後

は
議
会
と
も
相
談
の
う
え

方
針
を
決
め
る
予
定
で
い

ま
す
。 

　
丸
子
町
内
で
は
「
依
田

窪
四
町
村
の
法
定
合
併
協

議
会
の
設
置
」
を
求
め
る

住
民
投
票
の
実
施
に
向
け

た
活
動
が
、
住
民
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
依
田
窪
で
の
法
定
合
併

協
議
会
設
置
に
賛
成
し
た
長
門
町
と
和
田
村

は
、「
長
門
町
・
和
田
村
合
併
研
究
会
」
を

３
月
に
設
立
し
、
実
質
的
な
合
併
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。 

  　
町
で
は
、
昨
年
９
月
の
全
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
最
も
多
か
っ
た
「
丸
子
町
・
上

田
市
・
真
田
町
・
武
石
村
と
の
合
併
」
と
い

う
意
向
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
詳
細
な
情
報
を

皆
さ
ま
に
提
供
す
る
た
め
、
関
係
４
市
町
村

に
よ
る
合
併
協
議
の
新
た
な
段
階
に
向
け
て

進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
合
併
対
策
室
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
要

望
に
応
じ
て
出
前
講
座
に
伺
い
ま
す
。
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

皆さまの意向を踏まえて 

そ きゅう  ふ     か 
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■障害者福祉（支援費制度）・福祉医療・児童手

当・母子父子などに関するご相談は 
福祉係（2階 福祉センター） 
電話  42-1118　有線  2-4474　FAX  42-1121 

■介護保険・高齢者福祉に関するご相談は 
介護係・在宅介護支援センター（2階 福祉センター） 
電話  42-0015　有線  2-7652または2-4583 
FAX  42-1121 

■健康・子育てに関するご相談は 
健康係（1階 保健センター） 
電話  42-1117　有線  2-4544または2-4483 
FAX  42-1120 
 メールアドレス  hohuku@maruko-town.ne.jp

消
防
署 

駐車場 

丸子ふれあいステーション 

役
場 

保健センター 
（1階） 

福祉センター 
（2階） 

通
路 

入口 

入口 

至武石 

至大屋 

保健福祉課（丸子ふれあいステーション内） 

　
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
保
健

福
祉
課
の
窓
口
で
は
、
提
出
書
類
を
お
預

か
り
す
る
で
け
で
な
く
、
み
な
さ
ん
の
健

康
管
理
の
お
手
伝
い
や
自
立
し
た
よ
り
よ

い
日
常
生
活
を
送
る
た
め
の
相
談
を
お
受

け
し
た
り
、
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

公
民
館
等
を
利
用
し
た
調
理
実
習
や
体
操

教
室
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
福
祉
・
介
護
・

健
康
と
三
つ
の
係
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

対
応
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
各
係
の
平
成
16
年
度
の
重
点

項
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
わ

か
り
や
す
い
窓
口
で
あ
る
よ
う
に
課
全
体

で
取
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は 

保
健
、福
祉
の
総
合
窓
口 

障害のある方の
「支援費制度」 
 
 
 
 
 
 
障害がある児童
の「訪問看護サー
ビス」 
 
 
重症心身障害者
の方の「グループ
ホーム利用支援」 
 
 
障害者社会参加
促進およびバリア
フリー地区整備 

障害者のリハビリ訓練や雇用され
ることが困難な方の訓練を行う施
設、介護サービス、日常生活を援
護する施設のサービスを利用する
ときに申請し、認定を受け、サー
ビス提供事業者と直接契約をして
サービスを利用します。 
  
看護師のいない施設に通う障害児
の方で、医療的ケアが必要な場合
に訪問看護サービスが利用できる
ようになります。 
  
重症心身障害者の方がグループで
生活する「グループホーム」の利
用において、24時間看護が必要
な場合の支援を行います。 
  
芸術・文化講座など、交流コミュ
ニケーションを図る教室を開催し
ます。また、障害者にもやさしい
まちづくりを目指し、福祉のまち
づくりを総合的に推進します。 

福 祉 係 

介護保険制度 
 
 
 
 
 
軽度な日常生活
の援助や高齢者
の一人暮らし緊
急時対応 
 
 
 
 
 
 
介護予防・生き
がい活動の支援 
 

平成15年度から引き続いて第2期
介護保険事業計画に従い、よりよ
い介護サービスが利用できますよ
うに介護サービスの適正化を検討
していきます。 
  
一人暮らしの高齢者などが自立し
た生活を送れるように、家の周り
の整理整頓や雪かきの支援、ボラ
ンティアの方々と協力しお昼にお
弁当をお届します。 
また、緊急通報装置のシステム導
入や地域ふれあいの会と連携をと
り、安心して生活できる地域づく
りを目指します。 
  
「おたっしゃ教室」では介護が必
要な状態にならないように、公民
館等へ体操の先生や保健師がお伺
いし、運動の指導をしています。
今年度は新たに「健脚度測定」を
行います。一人ひとりの今の足腰
の状態を測定し、弱いところを改
善していきます。 

介 護 係 

妊娠・出産・育児
に関して 
 
 
 
 
 
各種健康診査・
健康教室の開催 
 
 
 
前立腺がん検診
や小児救急医
療体制の整備 
 

赤ちゃんの生まれたお宅を訪問し
たり、4ヵ月～3歳までの健康診
査を行い、さらに育児相談やセミ
ナーを開催します。 
また、グループづくりを通じて子
育て支援を行います。 
 
一般健康診査や各種がん検診を行
います。また、生活習慣病を予防
するために健康教室や健康相談を
行います。 
 
前立腺がん検診を今年度新たに加
えるとともに、小児（15歳まで）
の夜間救急医療を整備して、お子
さんが急に具合が悪くなったとき
の初期救急医療を実施します。 

健 康 係 

広報まるこ  2004/5
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　木内敦嗣さん、由美さん夫妻は、保健センターで開催

している“かるがも教室”に参加してくださいました。こ

の教室では、妊娠中のご夫婦を対象に、妊婦の気持ちを

男性に体験してもらう“妊婦体験”や、人形を使って生ま

れたばかりの赤ちゃんを“お風呂に入れる体験”、出産の

経験のあるご夫婦から体験談を聞く“交流会”などを行っ

ています。なかでも、妊婦体験は男性にはとても関心が

あるようです。 

　妊婦体験は、妊婦が感じているのと同じように、水の入っ

た重りを体に巻きつけていきます。全部で13～4キロの

重りを付けます。この状態で階段の上り下りや、靴下を履

いたり寝返りをうったりします。男性からは、「重い、はや

くはずしたい」「体重の重心が前方になって腰が痛い」「肺

が圧迫されて息苦しい。敏速な動きはできませんね」な

どの感想が出ました。 

　敦嗣さんは教室に参加するとき、他に男性がいなかった

らどうしようと思ったそうですが、他のご夫婦をみてほっ

としたといいます。また、妊婦の気持ちを聞いているだけ

でなく、体験できたことがとてもよかったようです。「夫も

教室に参加する前から妊婦体験を楽しみにしていました。

実際やってみて、実感が湧いてきておもしろかったらしく、

おなかの赤ちゃんの状態をよく聞いてくるようになりまし

た」。由美さんも楽しそうに話します。 ≪次回へつづく≫ 

東内　木下 敦嗣 さん 
由美 さん 

みんなで話 
そ 
う 

地域で輪 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

人の和 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

健康と 
福祉の 
ページ 

� 

人形の赤ちゃんを抱く木下さんご夫婦 

保健・福祉の窓口に 
お気軽にお問い合わせください 
保健・福祉の窓口に 
お気軽にお問い合わせください 

平成16年度 
保健福祉課の 
新しい事業など 
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ふれあい 園開放 
　町の保育園・幼稚園では、未就園児とその保護者を対象に地域交流や子育て相談を行

っています。また、中丸子保育園の「地域子育て支援センター」でも電話相談や親子の交

流、各種レクリエーションを通じた遊びの紹介など、子育てに悩むお父さんお母さんを応

援しています。 

　「これから保育園、幼稚園に子どもを通わせたいけど、どんな所だろう？」 

　そんな不安や悩みをお持ちの保護者のみなさん、お子さんと一緒に近くの保育園・幼

稚園の行事をのぞいてみませんか？ 

注意事項 
　これらの催しは、地区を問わずどこの園でも
参加できます。都合のつく場所へお気軽にお
出かけください。また、詳しい内容は各園にお
問い合わせください。 
◎各行事に参加される場合は、それぞれの園
の指示に従って、けがや事故などがないよう
にお子さんから目を離さないようお願いします。 
◎日程に関しては変更になる場合があります。 
◎このほかに育児相談も行っていますので、各
園にお問い合わせください。 
  
一時保育について 
　家庭における育児が困難となり、一時的に
保育が必要となる未就園児を対象に、西内保
育園と中丸子保育園で一時保育を実施します。 
　詳細については各保育園にお問い合わせく
ださい。 

♪おいでおいで（幼稚園開放） 
　6月10日（木） 午前9：30～11：00 
　8月25日（水）  　　　〃 
 10月15日（金）  　　　〃 
★運 動 会　9月25日（土） 

わかくさ幼稚園  �42-2237

♪ぴよぴよクラブ（幼稚園開放） 
　6月10日（木） 午前9：30～11：00 
　8月  3日（火）　　　　〃 
 10月29日（金）　　　　〃 
 12月17日（金）　　　　〃 
◇夏まつり　  7月16日（金） 
★運 動 会　10月  2日（土） 

ちぐさ幼稚園  �35-0652

♪一緒に遊ぼう（保育園開放） 
　6月  3日（木） 午前9：30～11：00 
　8月19日（木）　　　　〃 
 10月13日（水）　　　　〃 
◇夏まつり　7月  2日（金） 
★運 動 会　9月25日（土） 

西内保育園  �44-2200

♪チビッコランド（保育園開放） 
　5月12日（水） 午前9：30～11：00 
　6月17日（木）　　　　〃 
　7月15日（木）　　　　〃 
 10月13日（水）　　　　〃 
◇夏まつり　7月30日（金） 
★運 動 会　9月25日（土） 

東内保育園  �42-2217

♪元気っ子あつまれ（保育園開放） 
　6月15日（火） 午前9：30～11：00 
　8月10日（火）　　　　〃 
　9月  9日（木）　　　　〃 
◇夏まつり　 7月15日（木） 
★運 動 会　 9月25日（土） 

依田保育園  �42-2423

♪キッズランド（保育園開放） 
　5月17日（月） 午前9：30～11：00 
　6月  7日（月）  　　　〃 
　8月  6日（金）  　　　〃 
　9月  3日（金）  　　　〃 
 11月  8日（月）  　　　〃 
◇夏まつり　  7月16日（金） 
★運 動 会　10月  2日（土） 

塩川保育園  �35-0034

♪元気っ子よっといで（保育園開放） 
　5月27日（木） 午前9：30～11：00 
　7月23日（金）　　　　〃 
◇わんぱくまつり　7月  9日（金） 
★運　動　会　　 9月25日（土） 

中丸子保育園  �42-2644♪ながせランド（保育園開放） 
　5月27日（木） 午前9：30～11：00 
　6月18日（金）　　　　〃 
 10月14日（木）　　　　〃 
 11月11日（木）　　　　〃 
◇わくわくまつり　 7月  8日（木） 
★運　動　会　　  9月25日（土） 

長瀬保育園  �42-2401

♪なかよしランド（保育園開放） 
　5月26日（水） 午前9：30～11：00 
　6月18日（金）　　　　〃 
　8月10日（火）　　　　〃 
 10月19日（火）　　　　〃 
◇夏まつり　 7月  9日（金） 
★運 動 会　 9月25日（土） 

みなみ保育園  �42-2183地域子育て支援センター 
（中丸子保育園内）  �42－2678 

●ぽかぽか広場　午前9：30～11：30 
　  4月27日（火） 開講式 
　  5月14日（金） 給食試食会と運動遊び 
　  6月  8日（火） ベルパークレクリエーション 
　  7月  9日（金） わんぱくまつり 
　  8月26日（木） おやつ作り 
　  9月15日（水） どろんこ遊び 
　10月  8日（金） 給食試食会 
　11月  5日（金） 焼きいも 
　12月24日（金） クリスマス会 
　  1月12日（水） まゆだま作り 
　  2月21日（月） おもちゃ作り 
　  3月15日（火） 閉講式 

※日時等は変更になる場合がありますので、
事前にお確かめください。なお、ぽかぽか
広場は申し込みが必要になります。 

  
■ふれあい開放　午前9：30～11：30 
　  5月22日・31日 
　  6月21日 
　  7月14日・22日 
　  8月  5日 
　  9月11日・25日 
　10月18日 

　11月10日・20日 
　12月  9日 
　  1月17日・28日 
　  2月  2日・10日 
　  3月  7日 
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一年間の取り組みの成果を披露 
　3月19日から21日にかけて、丸子町カルチャースクール
と音楽村ハーモニースクールの交流作品展「みんな発展途
上展」が町文化会館で開催されました。 
　それぞれのスクールで学んできた受講生たちが、一年間
の活動の成果を発表するこの作品展。木工やハーブ、川柳、
野づる工芸、スウェーデン刺しゅうなど数多くの作品が会
場に並びました。 
　また最終の21日には、オカリナや津軽三味線教室など4
つグループによる交流コンサートも開催。月2回の練習を重
ねてきたというフラダンス教室の発表では、その南国情緒
たっぷりの優雅な踊りに大きな拍手が送られていました。 

みんなで手軽にホールインワン！！ 
　3月20日、丸子町営総合体育館において、第1回グラウンド・
ゴルフ室内大会が開催されました。 
　グラウンド・ゴルフはゴルフをアレンジした軽スポーツで、
ルールもゴルフと同じように何回打ってホールインするかを
競うもの。この日は21名の方が参加して大会が行われました。 
　参加者の皆さん、ホールポストを狙う目はとても真剣。ホ
ールインワンがでると周りから大きな歓声があがっていました。
「いい運動で体もすっきり。これからもやっていきたいので同
好会を作ってほしい」という参加者の声も。みなさん新しい
スポーツを通じて、楽しい交流を深めていました。 

万が一に備えて 
　3月7日から21日にかけて、日赤丸子町分区主催の「救急員養成
講習会」が、ふれあいステーションで4回にわたって開かれました。 
　自分や家族の身に突然起こった事故や病気に際して生死を左右
する初期手当の知識と技術を、多くの人に習得してもらおうとす
るこの講習会。今年も、お年寄りと一緒に暮らしているという方
や学校の先生などさまざまな方が参加しました。 
　以前にも受講したことがあるという参加者の中には、「119番し
た時に消防署から『気道確保してください』と言われたことがあ
って、その時この経験が役立った」と話す人も。 
　最終の21日には修了試験が行われ、参加されたみなさんは見事
合格。それぞれに資格認定証が手渡されました。 

楽しい食事は元気の源！ 
　3月26日、27日の二日間、自分の健康は自分で守るという「食育」
をテーマに、公民館主催の料理教室が開催されました。身近な食材
をちょっと工夫して食事を楽しもうと、初日は「プチ・フレンチを
楽しもう！」と題して家庭で作れる簡単なフランス料理を、二日目
は焚き火を使ったアウトドア料理が企画され、春休み中の小学生や
親子連れが参加しました。 
　アウトドア料理教室では薪割りから火おこし、箸作りに至るまで
すべて子どもたちが大人に混じって一緒に作業。はじめての火おこ
しや川魚に串を刺す体験に、子どもたちはとても楽しそう。自分が
刺した魚が焼きあがるとうれしそうに頬張っていました。 

神の倉工業団地3号区画　物流用地として北三運輸㈱と売買契約を調印 

みんなで楽しくビーチバレー 
　3月21日、町総合体育館において「真田・依田窪ビーチボ
ール支部交流会」が行われました。 
 　誰でも気軽に楽しめるスポーツとして県下各地で親しまれ
ているビーチボール競技の、一層の普及振興を図るとともに、
各地域参加者の交流と体力づくりを目的に今回初めて開催さ
れました。この日は真田と依田窪地域にとどまらず、上田や
東部からも集まり、総勢41チーム約180人が大会に参加しま
した。 
　会場に用意された8面のコートでは、選手たちがボールを
追いかけて激しく動き回り、各チームとも、前日に開幕した「春
高バレー」に負けないくらいの熱戦が繰り広げられていました。 

第4子供劇団の春休み公演開催 
　丸子町を中心に、近隣市町村の園児から高校生約40人で構成
されている第4子供劇団の9回目の春休み公演が、3月28日、文
化会館セレスホールで行われました。 
　春休み恒例となったこの公演、今年は受験生の多かった中学
生と高校生は前座としての出演。今回の舞台は小学生たちがメ
インとなって、楽しい劇を繰り広げました。 
　キツネやカラス、ネコなどいろいろな動物が登場する「とも
だちや」では低学年の子どもたちが愛嬌たっぷりに演じ、肝だ
めしを題材にしたお話の「探偵団」では、恐怖感あふれる舞台
に会場の子どもたちも食い入るように見入っていました。 

ほくさん 

　町と北三運輸株式会社（本社：さいたま市）
は、3月24日、丸子町塩川の神の倉工業団地
3号区画（9,251.97�）の売買契約を取り交
わしました。 
　北三運輸（株）は、味の素物流（株）の配送を

受託している企業で、関東圏や長野県内で低温・チルド・常温の3温度帯配送の事業を展開しています。 
　同社の計画によると、用地には事務所のほか保冷用倉庫を設置し、県内配送の基地とする考えで、10月頃の稼動を目
指しています。現在の長野営業所（従業員30名）が、配送量の増加に伴い手狭となったことから、事業用地拡大のため
の移転となります。 
　神の倉が県内物流にとって地理的、環境的に優れた場所であることが契約に至った理由で、三浦義正社長からは「北
三運輸の長野新センターが芽を吹き出しました。今後、丸子町にお世話になります」との挨拶がありました。 
　町は、食品物流という新たな産業分野の立地に期待を寄せています。 
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4月 

5月 
乳幼児健康診査（健康係） 

�受付時間：午後1：00～1：15 
�場　所：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

5月12日（水） 
5月28日（金） 
5月14日（金） 
5月18日（火） 
5月21日（金） 

平成15年12月13日～平成16年1月12日生 
平成15年7月生 
平成14年11月生 
平成14年4月生 
平成13年4月生 

実施日 時　間 場　所 
5月25日（火） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談（健康係） 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

  2日　保育園・幼稚園入園式 
  4日　消防団辞令交付式 
  5日　中学校入学式 
  6日　小学校入学式 

  3日　少年野球開幕式 
  8日　町長杯中学生野球大会 
  9日　早起き野球・ソフトボール開幕式 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

5月は　さわやか行政サービス推進月間 
　　　  消費者月間 
　　　  情報通信月間 
  
  3日　憲法記念日 
  5日　こどもの日 
  8日　世界赤十字デー 
  9日　母の日 
12日　看護の日 
15日　沖縄本土復帰記念日 
30日　消費者の日 
31日　世界禁煙デー 

町の組織が一部変更になりました（平成16年4月1日付） 

■機構改革：下水道課と水道課を統合して「上下水道課」とし、下水道業務係・下　
水道普及係・下水道設計係・下水道工事係・上水道業務係・上水道施
設係・施設管理係の7係を設置 

■名称変更：学校教育課の「幼児係」を「子育て支援係」に改称 
■職名変更：職名の「課付」を「課長付」に改称 

平成16年6月1日から投入手数料（し尿汲み取り料金）が変わります 

　し尿汲み取り料金に含まれている清浄園の投入手数料（し尿等を処理するための手
数料）が改定され、約8円値上げされることになりました。これに伴い、各家庭におけるし
尿汲み取り料金が、現行１８リットル当たり168円から176円になります（この料金には消費
税が含まれます）。 
　この料金の改定は6月1日から実施されます。ご理解ご協力をお願いします。 
　なお、今回の値上げは投入手数料の改定に伴うものであり、し尿収集料金の値上げ
によるものではありませんのでご理解をお願いします。 
※投入手数料の引上げは、清浄園の適正な維持管理を行なうためのもので、昨年、清浄園
投入手数料等検討委員会から答申を受け、本年２月の広域連合議会で議決されました。 

 【問】投入手数料について 
 　　　　　　上田地域広域連合 清浄園　 �0268-22-2339 
　　  し尿汲み取り料金について 
 　　　　　　丸子町役場 生活課 生活係　�42-1054　有線2-4491

工事請負契約等の公表（1件5,000万円以上） 

○工  事  名：平成15年度国庫補助事業（地域戦略プラン） 
　　　　　　町道依田内村線道路改良（第３工区）工事 
○契約金額：52,363,500円 
○請負業者：株式会社 伊東工業（丸子町大字上丸子1896番地） 
　　　　　　代表取締役　伊東 隆雄 

4月から町の施設は全面禁煙になりました 

　住民の健康増進と保持のため、4月1日から役場庁舎をはじめ、町が管理する公共施
設（建物内）を全面禁煙にしています。 
 　近年、他人のたばこの煙を吸い込むことで健康被害が出る「受動喫煙」が問題視さ
れています。役場庁舎は平成9年度から分煙の取り組みを実施してきましたが、昨年5月
に施行された「健康増進法」で、施設管理者は受動喫煙の防止策を取るよう求められて
おり、これを受けて町の公共施設を全面禁煙としたものです。 
 　町民皆様のご理解とご協力をお願いします。 

個人・賃貸住宅の建設等に今年度まで奨励金が支払われます 

　定住を促進するため、個人住宅・賃貸住宅の建設並びに個人住宅の取得に奨励金
が交付されます。 
　この奨励金は平成14～16年度の三年間に限り交付されますので、平成17年3月31日
までに完了（完了実績報告書の提出が必要）しない場合は交付の対象になりませんので、
ご注意ください。 
■対象者 
　個人住宅：丸子町に定住予定の町内に住宅を所有していない45歳以下の方で、住

宅を建設または取得される方 
　賃貸住宅：新たに10戸以上の住宅を建設、または増加戸数が10戸以上となる建替・

増改築をする個人または法人 
■補助額 
　1戸当たり20万円 
　奨励金の交付に際しては建物等の詳細な条件がありますので、下記までお問い合わ
せ下さい。 
 【問】役場 都市整備課 建築係　�42-3287　有線2-4511多胎児家族のつどい（健康係） 

教室名 実施日 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い  5月19日（水） 双子、三つ子の親子 

�受付時間：午前9：30～10：00 
�実施時間：午前10：00～12：00 
�場　所：保健センター 
 

デイケア、しゃぼん玉（福祉係） 
�内　容：こころを病む人が社会復帰を目指す場 

実施日 時　間 場　所 
10：00～12：00 
13：30～15：30

5月12日（水） 
5月26日（水） 

ふれあいステーション1階
ふれあいステーション3階 

断酒会（健康係） 

実　施　日 時　間 場　所 

第1・第3月曜日 
5月 3日（月） 
5月17日（月） 

19：00～21：00 長瀬町民センター 

�対象者：アルコール依存から立ち上がろうとする人、家族、 
　 関心のある人など 

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。（サロン：談話室）※土、日、祝日はその前日 
【申込・問】役場 企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
5月の内容［　保健福祉課からのお知らせ　］ 

『丸子町行政情報番組』 

実施日 時　間 
5月17（月） 13：30～  　予約制 

もの忘れ相談会（介護係） 
�相談担当者：堀内静子氏（看護相談室せせらぎ代表） 
�場　所：ふれあいステーション3階または訪問 

丸子町 景観百選募集!!丸子町 景観百選募集!!

実施日 対　象　者 場　所 
5月11日（火） 平成15年4月・5月生 保健センター 

おたんじょう相談（健康係） 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�実施時間：午前10：30～12：00 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

実施日 時　間 場　所 
5月25日（火） 13：30～15：30 ふれあいステーション3階 

痴ほう性老人等介護者の会（介護係） 
�内　容：介護者同士の情報交換の場 

　皆さんは「町の景観」について考えたことがありますか？ 
　豊かな自然環境と伝統文化に恵まれた丸子町の地域の財産ともいえる美しい景観を守り、心に残るふるさとの風景を未来へと引き継
ぐため、町では『丸子町景観百選』を広く募集しています（「景観百選」とは、たくさんの良い所と解釈します）。 
　町内の風景、名所、旧跡、伝統行事、歴史的な建物など、未来に残したい景観を紹介して下さい。 

■応募資格 どなたでも応募できます（複数可）。 
■応募方法 推薦したい場所と理由、住所、氏名、電話番号を明記のうえ、はがき、ファックスまたはE-mailにてご応募ください。 
■締め切り 平成１６年６月１８日（金） 
【応募先とお問い合わせ】 
　〒386-0492　丸子町大字上丸子１６１２　丸子町役場 都市整備課 公園係　宛 
　� 42-3258　有線 2-4471　FAX 43-3666　E-mail：tosiseibi@maruko-town.ne.jp

予防接種（健康係） 
集団�受付時間：午後1：00～2：00　実施時間：1：30～2：00 
　　�場　所：保健センター 
　　�持ち物：母子健康手帳・予防接種予診票 
個別�実施時間：診療時間内（要予約） 
　　�場　所：委託医療機関 
　　�持ち物：母子健康手帳・予防接種予診票・印鑑 

種　類 実施日 対　象　者 
ポリオ1回目 
ポリオ1回目 集 団  

5月1 0日（月） 
5月13日（木） 

平成15年7月～9月生 
平成15年10月～平成16年1月生 

【問】 丸子町役場　保健福祉課 
 健  康  係　�42-1117　有線2-4483 
 福  祉  係　�42-1118　有線2-4474 
 介  護  係　�42-0015　有線2-7652
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四月から変わりました 
よろしくお願いします 

■役場・学校の人事異動と消防団新体制 
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憲
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友
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　軽自動車を所有し、かつ使用している身体や精神に障害をお持ちの
方で、下の表に該当する方は軽自動車税が減免になります。 
　また、一人暮らしの障害者の軽自動車を、その通院や通学のために
常時介護者が運転するなど、障害者所有（18歳未満の障害のある方は
その家族の所有）の軽自動車であれば自身が運転しなくても減免の対
象になります。 
　なお、療育手帳（Ａ1・Ａ2）および保健福祉手帳１級の交付を受け
ている方も対象になります。 

　軽自動車税の納税通知が届きまし
たら、納期限の7日前、5月24日（月）
までに税務課の窓口で手続きをして
ください。 
  
《手続きに必要なもの》 
1．軽自動車税の納税通知 
2．身体障害者手帳・戦傷病者手帳・
療育手帳・保健福祉手帳 

3．運転免許証 
4．印鑑 
5．車検証 
6．18歳未満の障害のある方で、家
族が所有し運転する軽自動車の
場合は「同一生計証明書」 

7．常時介護者が運転する場合は「常
時介護証明書」 

  
※6・7については保健福祉課（ふれ
あいステーション内）で証明書を
発行します。 
 

【問】役場　税務課　町民税係 
　　  電話 42-1030　有線 2-4522

　町ではこのたび、産業振興の観点から、
神の倉工業団地の用地を取得し工場等を立
地した企業に対する助成制度を新設しまし
た。面積に応じて、土地取得額の10％～30
％の助成金が受けられます。 

■助成内容 
○対象業種は製造業・道路貨物運送業など。 
○工場等建物の建設、雇用人数の条件があります。 
○交付は所有権移転後、固定資産税が賦課される年度からです。 
○3年間限定の制度となります（平成19年3月31日までに立地した企
業が対象）。 
○助成率は、 
 　1,500�～  6,500�未満   10％（1年交付） 
 　6,500�～30,000�未満   20％（2年分割交付） 
     30,000�以上　　　　　30％（3年分割交付） 
※なお、最大助成額は3億円（3年間分割）、1年間の最大助成額は1億円。 

【問】役場 商工観光課 商工労政係 
　　  電話 42-1047　有線 2-4524

軽自動車税が  

減免になります 

神の倉工業団地用地取得に 
助成制度を新設 

神の倉工業団地用地取得に 
助成制度を新設 

視覚障害 

聴覚障害 

平衝機能障害 

 

音声機能障害 

 

上肢体不自由 

 

下肢体不自由
 

 

 

 

体幹不自由 
 

 

心臓機能障害 

腎臓機能障害 

呼吸器機能障害 

膀胱・直腸・小腸機能障害 

１級・２級・３級・４級の１ 

２級・３級 

３級 

３級 

※咽頭摘出による音声機能 

　障害がある場合に限る 

１級・２級の1・２級の２ 

 

１級～６級 

［３級の２・３級の３・４級～６級］ 

 

 

１級・２級・３級 

［５級］ 

 

 

１級・３級 
 

 

１級・２級・３級 
 

■上肢機能…１級・２級 

※上肢のみに運動機能障害 

　がある場合を除く 

■移動機能…１級～６級 

 

特別項症から第４項症まで 

 

特別項症から第２項症まで 

※咽頭摘出による音声機能 

　障害がある場合に限る 

特別項症から第３項症まで 

特別項症から第６項症まで 

　［第４項症から第６項症まで］ 

第１款症から第３款症まで 

　［第１款症から第３款症まで］ 

特別項症から第６項症まで 

　［第５項症から第６項症まで］ 

第１款症から第３款症まで 

　［第１款症から第３款症まで］ 

 

特別項症から第３項症まで 

乳幼児期以前の非進行性 

脳病変による運動機能障害 

　■上肢機能 

　■移動機能 

ヒト免疫不全ウイルスによる 

免疫機能障害 

戦傷病者手帳の区分 身体障害者手帳の級区分 障害の区分 

注）本人が軽自動車を運転しない場合は、［　　］内の障害に該当する人は減免の対象になりません。  

減免の手続き 
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not
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お問い合わせは……丸子町役場総務課内　丸子町選挙管理委員会　�42-3100（内線318）　有線2-4872

●郵便等による不在者投票 

選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 3

　歩くのが大変であったり、寝たきりなどの理由で投票所に行きづらい
方のために、自宅で投票できる方法があることをご存知ですか？これは
郵便などで自宅まで投票用紙を送ってもらい、自宅で投票用紙に書いて、
また郵便などで送り返すというもので、「郵便等による不在者投票」と
いいます。 

　郵便等による不在者投票をするときは、前もって「郵便等投票証明書」を持つことが必要です。この手続きや
投票の仕方については次号でお知らせします。 

郵便等による不在者投票ができる方 

障害の種類・要介護状態区分 

身体障害者手帳をお持ちの方 

※手帳がなくても、知事などの 
　証明があればよい 

※手帳がなくても、知事などの 
　証明があればよい 

戦傷病者手帳をお持ちの方 

介護保険の被保険者証 

障害の程度 

1・2級 

1・3級 

1～3級 

特別項症～第2項症 

特別項症～第3項症 

－ 

両下肢・体幹・移動機能の障害 

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障害 

免疫の障害 

両下肢・体幹の障害 

内臓機能の障害 

要介護5

火
災
の
現
況 

　
全
国
で
は
毎
年
６
万
件
の
火
災
が
発
生
し
、
約
２
千
人
の
方
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
10
年
間
の
火
災
動
向
を
み
る
と
、
６
万
件
を
超
え
て
い
た
出
火

件
数
が
平
成
10
年
、
11
年
と
５
万
件
台
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
平
成
12

年
以
降
は
再
び
６
万
件
を
超
え
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建

物
火
災
が
最
も
多
く
、
火
気
を
使
用
す
る
機
会
の
多
い
冬
季
か
ら
春
季

に
か
け
て
多
発
し
て
い
ま
す
。 

　
火
災
の
出
火
原
因
は
「
放
火
」「
放
火
の
疑
い
」
を
除
い
て
、
ほ
と

ん
ど
が
「
失
火
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
火
気
の
取
扱
い
の
不
注
意
や

不
始
末
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
丸
子
町
に
お
い
て
は
、
過
去
５
年
間
の
火
災
件
数
は
わ
ず
か
な
が
ら

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
で
発
生
し
た
火
災
の
出
火
原
因

は
、「
焚
き
火
の
不
始
末
」「
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ
」「
た
ば
こ
」

等
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

最
近
は
家
庭
内
の
電
気
関
係
に
よ
る
出
火
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
冷
蔵

庫
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
電
子
レ
ン
ジ
等
の
差
し
込
み
プ
ラ
グ
の
点
検

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
火
災
は
す
べ
て
の
財
産
を
一
瞬

の
内
に
灰
に
し
て
し
ま
う
だ
け
で

な
く
、
命
に
も
関
わ
り
ま
す
。
焚

き
火
を
す
る
時
は
、
水
や
消
火
器

の
準
備
を
し
て
お
き
、
風
の
強
い

時
は
焚
き
火
を
し
な
い
と
い
っ
た

事
で
火
災
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
「
火
災
を
出
さ
な
い
」
と
い
う

意
識
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

　
あ
ら
た
め
て
、『 

火
の
用
心 

』。 

vol.1火災 火災 を防ぐ シリーズ 

人 権 ひ ろ ば 人 権 ひ ろ ば 
 

「
部
落
差
別
撤
廃
と 

　
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
こ
と
を 

　
　
　  

　
　
　
　
め
ざ
す
総
合
計
画
」に
つ
い
て
� 

「
部
落
差
別
撤
廃
と 

　
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
こ
と
を 

　
　
　  

　
　
　
　
め
ざ
す
総
合
計
画
」に
つ
い
て
� 

ハンセン病を正しく理解し　偏見や差別をなくそう（ハンセン病感染者の人権問題） 
　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
感
染
力
の
弱
い
「
ら
い
菌
」

と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
長
い
間

特
効
薬
の
開
発
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
９

４
３
年
、
�
プ
ロ
ミ
ン
�
が
ハ
ン
セ
ン
病
治
療

に
有
効
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
、
完
全
に
治
る
病

気
と
な
り
ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
生
活
環
境
な

ど
の
進
歩
に
し
た
が
い
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の

発
生
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

現
在
、
世
界
の
推
定
患
者
数
は
１
１
５
万
人
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
わ
が
国
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
病
す
る
と
、

「
ら
い
予
防
法
」
に
よ
っ
て
全
国
の
ハ
ン
セ
ン

病
療
養
所
に
強
制
隔
離
し
ま
し
た
。
病
人
や
そ

の
家
族
の
人
権
は
無
視
さ
れ
、
多
数
の
国
民
の

健
康
を
守
る
と
い
う
大
義
名
分
で
、
病
人
た
ち

は
故
郷
を
追
わ
れ
、
社
会
生
活
を
奪
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
断
種
や
堕
胎
ま
で

強
制
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
の
多
く
は
こ
の
病
人

た
ち
の
存
在
さ
え
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
結
果
、
療
養
所
に
は
平
均
年
齢
70
歳

を
超
え
た
元
病
人
の
皆
さ
ん
が
社
会
の
偏
見
を

恐
れ
、
隠
れ
る
よ
う
に
生
活
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。 

　
諸
外
国
で
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
構
）
の
方
針
に
従
い
、
ハ
ン

セ
ン
病
は
治
る
普
通
の
病
気
と
し
て
、
一
般

の
病
院
で
治
療
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
わ
が
国
は
世
界
の
医
療
政
策
の
流

れ
に
逆
ら
い
、
１
９
９
６
年
ま
で
隔
離
政
策

を
続
け
ま
し
た
。
こ
の
人
権
を
無
視
し
た
わ

が
国
の
医
療
政
策
被
害
に
対
し
て
、
元
病
人

や
患
者
た
ち
が
国
家
賠
償
を
求
め
て
裁
判
を

起
こ
し
、
２
０
０
１
年
、
熊
本
地
方
裁
判
所

は
国
と
国
会
の
誤
り
を
認
め
、
原
告
勝
訴
の

判
決
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
政
府
と

国
会
は
こ
の
判
決
を
受
け
入
れ
、
元
病
人
や

患
者
に
謝
罪
し
て
名
誉
の
回
復
を
図
る
と
共

に
、
受
け
た
被
害
に
対
し
て
賠
償
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
過
ち
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
た

め
に
も
、
私
た
ち
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
し
て

科
学
的
な
考
え
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
何
よ

り
も
、
人
権
が
い
つ
も
大
切
に
さ
れ
る
社
会

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

た
い
も
の
で
す
。 

（
冊
子
『「
わ
た
し
」
と
「
あ
な
た
」
そ
し

て
「
み
ん
な
」
の
人
権
』
伊
波
敏
男
氏
の
文

参
照
） 

だ  

た
い 

「丸子町男女共同参画推進条例」解説付パンフレットを作成しました 

　「丸子町男女共同参画推進条例」の制定に伴い、町民の皆さんに条例の内容を
お伝えするために、町では『男女がともに輝き支え合う　いきいきした町をめざ
して「丸子町男女共同参画推進条例」』（16ページのパンフレット）を作成し全戸
に配布しました。 
　丸子町男女共同参画推進条例とは何か、どんな取り組みをしたらいいのかなど
を分かりやすく解説してあります。今後は企業や団体、学校、その他の場でこの
パンフレットを配布し、理解を広めて行きたいと思います。 
　条例が目指す男女共同参画社会の実現に向けて、町、町民、事業者及び教育関
係者が協働して相互に連携をとりながら、互いに人権を尊重し男女が共に輝き支
え合う、いきいきした町、豊かで活力のある丸子町を目指していきます。 
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丸
子
町
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
は
、
皆
さ
ん

が
持
っ
て
い
る
技
術
や
知
識
を
地
域
や
学
校
の

学
習
活
動
に
生
か
し
て
、
指
導
や
支
援
を
し
て

く
だ
さ
る
方
を
登
録
し
、
必
要
と
す
る
方
に
紹

介
を
す
る
制
度
で
す
。
学
び
た
い
人
と
教
え
た

い
人
を
結
ぶ
架
け
橋
に
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
か

ら
の
情
報
を
活
用
し
提
供
し
て
い
き
ま
す
。 

　
文
化
、
芸
術
、
趣
味
、
健
康
、
ス
ポ
ー
ツ
、

学
校
支
援
な
ど
生
涯
学
習
に
関
す
る
内
容
で
あ

れ
ば
、
分
野
や
レ
ベ
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
積
極

的
に
地
域
や
学
校
の
た
め
に
何
か
の
役
に
立
ち

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
登
録
が
で
き
ま
す
。

今
ま
で
の
職
業
、
趣
味
、
生
活
か
ら
自
分
が
身

に
つ
け
た
知
識
や
技
術
で
、「
こ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
」「
こ
ん
な
手
助
け
を
し
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
方
や
団
体
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
る
団
体

の
登
録
や
「
こ
ん
な
こ
と
を
習
い
た
い
」「
地

域
の
達
人
を
知
っ
て
い
る
」
な
ど
の
情
報
提
供

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
の
登
録
や
活
用
を
し

て
、
生
涯
学
習
の
輪
を
広
げ
、「
人
と
人
・
人

と
自
然
・
地
域
と
地
域
が
ひ
び
き
あ
う

町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
学

ぼ
う
と
す
る
人
の
た
め
に
生
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

●公民館・各分館では…各種講座の講師、体験教室の指導者、伝統文
化の伝承、演奏や実演ができる方、託児 など 

●ＰＴＡでは…ＰＴＡ事業に関わる講師、指導者、演奏や実演ができる方、催
し物への協力 など 

●学校では…「生活科」や「総合的な学習の時間」の講師及び補助、
体験・地域学習の指導者、登山や遠足などの校外学習の引率補助、
読み聞かせ、演奏や実演ができる方、クラブや部活動の指導 など 

●個人は…各種教室やサークル、地域の人材を探している 

こんなところで助けてほしい！  【人材や団体を探している先の例】 
 

■文化芸術…演劇、音楽、芸能、文芸、園芸、陶芸、絵画、彫刻、写真、
書道、茶華道、着付け ほか 

■趣味生活…料理、お菓子、つけもの、手芸、工芸、木工作、電気工作、
製本、染め物、囲碁、将棋、語学、パソコン、手品 ほか 

■スポーツ…スポーツ全般、武道全般、ダンス、レクリエーション、体力づ
くり、ウォーキング ほか 

■自然科学…野鳥観察、植物観賞、昆虫採集、天体観測、気象、地学、
環境、農業、林業 ほか 

■伝承文化…郷土史、民俗、太鼓、もちつき、わら細工、竹馬、玩具作り、
折り紙、凧揚げ、お手玉 ほか  

■野外活動…トレッキング、キャンプ、釣り、川遊び、ネイチャークラフト、オ
リエンテーリング、サイクリング ほか  

■その他…幼稚園・保育園、学校への支援 など 

こんなことで力になれますよ！ 【登録をお願いしたい分野の例】 

　私たちの学校では、地域の方からお豆腐作りや手話を
教えていただいたり、一緒にお餅つきや脱穀をしていた
だいたりしています。また、生花クラブでは年二十数回
のクラブの時間に、学校でお師匠さんから手ほどきを受
けて腕を磨いてきました。学校の先生だけでなく、町の
皆さんからいろいろなことを教えていただいたり、一緒
に川遊びに行っていただいたりすることが本当に楽しみ
です。 
　これからも町の皆さんに、クラブの時間や総合・生活
の時間に教えていただいたり、音楽で和楽器の演奏を聞
かせていただいたりできるといいなぁと思います。どう
ぞ、私たちの学校にボランティアにお越しください。 
 （子どもたちの声を代弁して ―  
　 　　　　　　  丸子中央小学校　教頭　小林 由美子） 

　
■
登
録
の
お
申
し
込
み
に
つ
い
て 

 

　
人
材
は
地
域
の
宝
で
す
。「
こ
ん
な
こ
と
？
」

と
思
う
よ
う
な
事
で
も
結
構
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
登
録
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
登
録
の
申
込
用
紙
は
、
文
化
会
館
の
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
随

時
受
付
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
バ
ン
ク
を
新
た
に

立
ち
上
げ
る
た
め
、
６
月
末
ま
で
を
始
動
の
た
め

の
登
録
期
間
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
登
録
窓
口
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
丸
子
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課 

　
　
　
　
　
社
会
教
育
係（
町
文
化
会
館
内
） 

　
　
�
42
―
3
1
4
7
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―
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　3月20日に東京の代々木体育館を会場に開幕した第
35回全国高等学校バレーボール選抜優勝大会、通称「春
高バレー」に長野県代表として初出場した丸子実業高
校の男子バレー部。 
 　丸実の選手たちにとっては初めて経験する大きな舞
台。試合後、「自分もそうだけど、みんなすごく緊張
していた」と話す小野澤主将の言葉どおり、初戦、選
手たちはとても緊張した表情を見せていましたが、「絶
対勝つ、勝てる！」という気持ちで臨み、自慢の高さ
を活かしたスパイクとブロックで見事突破。続く2回
戦も、持てる力をいかんなく発揮し勝利を収めました。 
　3回戦では、昨年の準優勝校に残念ながら敗れてし
まいましたが、それでも常連校を次々と破り、全国の
強豪相手にベスト16まで進んだ選手たちの笑顔を絶
やさない伸び伸びしたプレーは、私たちに大きな感動
を与えてくれました。 
　丸実男子バレー部にとって次の目標である夏のイン
ターハイ。再び代表として出場するためには岡谷工業
高校に勝つ事が条件になります。今回の経験と自信、
悔しさを胸に、がんばれ丸子実高！！そしてありがとう。 

　第35回春の高校バ
レーボール選手権大
会では、地域の方を
はじめ、たくさんの
応援をいただきあり
がとうございました。 
　私達、丸子実業高
校バレー部は、熾烈
な長野県大会を勝ち
抜き、夢の舞台代々

木体育館でバレーをすることができました。結果
としてはベスト16でしたが、丸実らしい拾って
つなぐバレーを展開することができたと思います。
また、精神面でも一回りも二回りも成長すること
ができました。 
　この経験をさらに活かし、夏のインターハイで
は今回以上の成績を残せるよう頑張りますので、
応援よろしくお願いします。 
  
         丸子実業高校男子バレーボール部主将 
　　　　　　　　　　　　　　  小野澤　裕太 

春高バレーに参加して 
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★固定資産税　1期（4月30日） 
★軽自動車税　全期（5月31日） 
★上下水道使用料　2・3月分（5月31日） 
★介護保険料（普通徴収）　1期（4月30日） 
 
 
 
★年金相談 
　5月20日（木）　10:00～12:00　13:00～15:00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談（結婚相談8日のみ） 
5月8日（土）  18日（火）  28日（金）　9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線2－4821 

★巡回ハローワーク（毎月第3金曜日） 
　5月21日（金）　9：30～12：00　�23－8609　 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★警察安全相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970

5月の納税 

5月の相談 

納税は便利は口座振替を 
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�東内・西内コース 
　4/27（火）　5/18（火）　6/1（火） 

�腰越・依田コース 
　4/30（金）　5/20（木）　6/3（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　5/11（火）　5/25（火）　6/8（火） 

�塩川・藤原田コース 
　5/13（木）  5/27（木）  6/10（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　5/12（水）　5/26（水）　6/9（水） 

�ツルヤ・アップルランド 
　4/28（水）　5/19（水）　6/2（水） 

～～～ 

今月の一冊 

皐月タロー物語 

著者／中村　豊秋 
発行／郷土出版社 

〈新刊本の紹介〉 

本館 
夜回り先生 水谷　　修 サンクチュアリ出版 
焼酎健康法 須見　洋行 実業之日本社 
漢字のなぞかけ字謎のふしぎ 清水　　潔 実業之日本社 
ベネチアの黒猫 和田　　登 総 　和　社 
ジェシカが駆け抜けた七年間について 歌野　晶午 原 　書　房 
生まれる森 島本　理生 講 　談　社 
ふたりジャネット テリー・ビッスン 河出書房新社 
黒の貴婦人 西澤　保彦 幻 　冬　舎   

あおぞら号 
成り行きはぼくの味方 島居　祐示 ＫＴＣ中央出版 
どぜうの丸かじり 東海林さだお 朝 日新聞社 
イッツ・オンリー・トーク 絲山　秋子 文 芸 春 秋 
夜の電話のあなたの声は 藤堂志津子 文 芸 春 秋 
大江戸温泉殺人事件 吉村　達也 実業之日本社 
ミルキー 林　真理子 講　談　社 
サラマンダーの夜 久間　十義 角 川 書 店 
散りぬる桜  広 済 堂出版 

金子図書館�42－2414 
有線2－4602 

　休館/月曜・祝日・月末日 

※今月のおはなし会は5月15日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができます。 
　アドレスは、http://www.echol.gr.jp

日中合作大型人形劇 

「三国志」特別公演 
セレス名作映画鑑賞会 

ラスト・サムライ 

期　日◆6/9（水） 
開　演◆午後6時30分 
場　所◆丸子町文化会館　セレスホール 
料　金◆全席自由 
　　　　　一　般　　　2,000円 
　　　　　中学生以下　1,000円 
5月1日（土）よりチケット発売 

期　日◆5/15（土） 
上　映◆1回目：午後2時 
　　　　2回目：午後6時30分 
場　所◆丸子町文化会館　セレスホール 
料　金◆全席自由 
　　　　　大　人　1,500円 
　　　　　高校生　1,000円 
　　　　　小中学生無料 
チケット好評発売中！！ 
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問 丸子町文化会館　セレスホール 
�0268-42-0001　有線2-4701

問 丸子町文化会館　セレスホール 
�0268-42-0001　有線2-4701

　古代中国を舞台にした歴史小説「三
国志」。その壮大な歴史絵巻を大型
人形が繰り広げる迫力と感動！ 
　魂の入った人形たちが、いま息を
吹き返す！ 
  
演目：第1幕　三顧の礼 
　　　第2幕　赤壁の戦い 
脚本：ジェームス三木 
人形：川本 喜八郎 作 

アカデミー賞にノミネートされた感動作！ 
 
主演：トム・クルーズ 
共演：渡辺　謙 
　　　真田　広之 
　　　小雪 

さ   

ま 

陣場地籍に広がる葡萄園「マリコ・ヴィンヤード」 
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